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機能する「数学的な見方・考え方」の育成の在り方
＊黒崎東洋郎
研究 の要約
予測困難な未来社会を能動的、協働的に切り拓き、 社会貢献できる資質・能力
が求められ、算数科にあっては、「数学的な見方・考え方を働かせ、数学的な活動
を通して、数学的に考える」 という資質・能力の育成が強調されている。 新しい
算数教育では、 「数学的な見方・考え方」 を有機的に機能する道具として位置付
け、数学的に考える資質・能力を育むことを意図している。 位置付けが変更され
た 「数学的な見方・考え方jではあるが、位置付けを変更した目的は何か、働か
せるべき機能をもっ 「数学的な見方・考え方」とはどのようなものか、どのようi
に機能する 「数学的な見方・考え方jを育成すべきかなど、探究 すべき課題が多 i
い。 そこで、本研究 では、「数学的に考えるJ資質・能力を育成する道具である有！
機的な機能をもっ「数学的な見方・考え方」の育成方法を探究する
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1 はじめに
数量や図形についての知識・技能を身に付ける
教育を実質陶冶とか習得教育という。 これに対し
て、これらを活用して数量や図形にまつわる課題
に対して 論 理的に 思考し、判断し、表現する力を
目指す教育を形式陶冶とカ活用教育ということが
ある。 算数・数学科とし、う教科の特質として、 論
理的 思考力、創造的 思考力の育成を主眼にした教
育が行われ、 昭和 33 年に告示された学習指導要
領では 「数学的な考え方」とし、う表現を用いてこ
れまで、 その育成の在り方が算数・数学科の教育
目標として探究されてきた。「数学的な考え方Jの
育成は、算数・数学教育研究の中において、重点
課題として取り上げられ、 中島（19 8 2） をはじめ
とする多くの研究者や実践家によって理 論 的、実
臨的に研究し、推進され続けてきた。 にもかかわ
らず、「数学的な考え方」については、平成 30年
度の全国学力調査の算数・数学の 思考力・判断力・
表現力に関するB問題の通過率は良好とは言えな
い現状が明らかになった。 「数学的な考え方」は、
算数・数学教育の重点目標に掲げられてはいるけ
れど、なかなか成果を上げることができていない
状況が続いている。 厳しい受け止め方をすれば、
「数学的な見方・考え方」 の育成が単なるスロ ー
ガンになり、数量や図形の耕オにおいて、具体的
にどのような見方・考え方が 「数学的な見方、考
え方Jなのか、どのようにすれば、「数学的な見方・
＊ 岡山大学名誉教授、岡山理科大学教授
考え方」 を創発し、育成できるのかを多角的に分
析し・考察して検討することなく授業が行われて
いることも少なくないように 思われる。 キャサリ
ンスミスは、 日本は授業研究が進んでいると言う
けれども、算数授業研究 の学習 指導案の目標には、
教科書指導書等に示された 「数学的な考え方jの
例 示を、批判的に 思考することもなく、単に転記
しただけと 思われるものも少なくない。 こうした
授業研究 では、「数学的な考え方Jは学習指導案を
立案する以前の段階で、当該の数量や図形教材に
おける 「数学的な考え方J の具体化が不十分で、
「数学的な考え方jは意識されず、結局は、新し
い数量や図形を構成する際に発揮されるべき 「数
学的な見方・考え方J よりも、知識・技能の習得
に特化する授業になってしまっているケースが少
なくなし、「数特句な考え方」を育成する授業だと
叫びながら、可視化しやすい新しい数量や図形の
知識・技能に目を奪われ、「考える授業」を目 指す
と言いながら、 「分かる授業J「できる授業J に終
始するという「ズレjを生じさせている。
新しい算数教育では、昭和 33年から 「数学的な
考え方」としづ考える力を目指してきた。 その算
数・数学教育の在り方が、約60年の歳月を経て、
大きく変わろうとしている。 予測不可能な未来社
会に主体的に対応し、持続可能な社会を切り拓き、
協働的に社会貢献することができる資質・能力の
育成が叫ばれ、算数・数学科においても目指す資
質・能力に改革・改善の手が加えられた。
以下の目標に示されたとおり、 目指す資質・能
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カが改訂され、従前の算数・数学科の目標として
掲げられてし、た「数判枕考え方Jの位置付けが変
わった。
第3節算数
第1 目標
数判切な見方・考え方を働かせ、数判。な活動を通して、
数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。
(1)数量や図形などについての基礎的・基本的な概
念相生質などを理解するとともに， 日常の事象を
数理的に処理する技能を身に付けるようにする。
(2）日常の事象を数離句に捉え見通しをもち筋道を
立てて考察するカ， 基礎的・基本的な数量や図形
の性質などを見いだし統合的・発展的に考察する
カ， 数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的
確に表したり目的に応じて柔軟に表したりする力
を養う。
(3）数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き， 学
習を振り返ってよりよく間麟献しようとする態
度， 算数で学んだことを生活や学習に活用しよう
とする態度を養う。
図1 算数・数学科の目標（201 7 )
新しい算数科の目標の特徴の第1は、小学校 「算
数l、中学校 ・高等学校「数学Jを通した一貫型の
考える力を重視する目標になっていることである。
第2の特徴は、 それまで目標とされた 「数学的な
見方・考え方jは、育成すべき資質・能力という
位置サけではなく、新しく 「数学的に考える」 と
いう資質・能力として示されていることである。
「数学的な見方・考え方」は、数量や図形につい
て学ぶ中核をなす『数学的な活動J の有機的、帰
納的なはたらきをもっ道具として位置付けられて
いる。 同時に、算数・数学の目指す 「数学的に考
えるJ という資質・能力を育む有用な道具として
も位置付けられている。
資質・能力
｜ 数学的に考える ｜
』 、活動
』 i 数学的活動
」／
｜ 数学的な見方・考え方 ｜
図2 「数制句な見方・考え方」 の位置付け
2 道具として「数学的な見方・考え方」を位置
付ける意義
資質・能カ劃毘の今回の改訂では、教科横断的
に 「見方・考え方Jを働かせて、「資質・能力jを
育成することを目指す」という基本方針が強調さ
れている。 事象の見方・考え方は、資質・能力で
はないが、 それを支える重要な要素であると位置
付けられている。
なぜ、 算数科に限らず、教科横断的に見方・考
え方を働かせることを重視するのか、 その教育的
意義を明らかにする必要がある。
①科学的な観潮陵培う
針子き不透明な変化の激しい時代にあって、 目
まぐるしく変わる事象は、専門家でさえ、何らか
の関係、傾向、法則等を見いだすことが困難な時
代である。 持続可能な社会を自ら切り聞き、人間
らしく 他者と協働して社会に貢献するには、もの
ごとを目的ありきで、1つの視点から固定的にみ
ると本質は捉えられない。 目的に応じて、ものご
とを多角的な視点から観察し、高直な視点からそ
の本質を捉える 「観察眼Jを見いだし、ものごと
をみる目をブラッシュアップし続ける必要がある。
算数を科学的に発達させるためには、事象を目的
に照らして科学的な視座で観察し、分析すること
が重要になる。 事象を数理的にみる 「見方・考え
方jは、学習を科学する働きがあり、これを見誤
ると算数を科学的な深い学びに生成する第 1 歩が
踏み出せないことになると恩われる。
②質的な算数の問題・課題発見を導く
本質的によい問題を発見しないと、 いくら解決し
でも、目指す資質・能力は形成できない。それほど、
問題発見は、資質・能力の育成を重視する算数の学
習において重みをもっ学習活動の位置付けにある。
算数の学習には、下記の図3の通り、「日常生活の
事象を数理的に捉える場合」 「数学の事象について
統合的・発展的に捉える場合」の2つのアプローチ
がある。
図3 数学的な見方・考え方を働かせる場
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問題発見に関わるいずれの事象においても、 巨的
に応じて、どのような「数判句な見方・考え方jを働
かせて有機的、機能的に算数の問題や課題を見いだ
すのか果たすべき役割は大きい。 よい問題発見、課
題発見は、働かせる「数学的な見方・考え方Jに依存
するとともに、決定づけられることになる。 「数学
的な見方・考え方」は、深い課題解決学習の本質的
な方向性を決定付ける機能をもっ。
③深く数学的に考えるカを誘発する
一般に、思考には、水平思考（lateral thinking) 
と垂直思考（vertical thinking）の2つのタイプ
がある。 前者の 水平思考は、エドワード・デボノ
(201 5）が言うには、既成の枠にとらわれず発想の
転換を図り、事象をみる視点を様々に変えて斬新
な解決策を生成するよさがある。 他方、後者の垂
直思考は、既習の知識・技能を基盤にして筋道を
立てて考えを深めるよさがある。 算数科では、ど
ちらの 思考も重要であるが、質的に 「数学的に考
えるj資質・能力を高めるためには、指導の系統
性を重視し、筋道を立てて考える 論理的 思考力を
強調している感がある。 ただし、系統性のある算
数教育は、一本線でつながる単調なカリキュラム
マップではない。 日常的事象や数学の事象のいず
れについても、単なる一方向から観察していたの
では、決まった結論にしか到達できず、新しい数
理を創造することは難しい。水平思考はもちろん、
垂直思考する上でも、常に既有の耕ヰ・領域固有
の数量や図形の知識・技能を総動員して、事象を
複数の数学的な見方・考え方を働かせて観察し、
目的に応じて最適なものを選択・決定して、本質
を捉えた 「数勃句に考える力Jを創発させること
が大切である。
このように、「数学的見方・考え方」は、水平思
考、垂底思考の両方向において、本質的な「数学
的に考えるJ を発動する要因として、重要な教育
的意義をもっと考える。
3 数学的な見方・考え方を働かせる場
主体的な算数の中核的な学びを今回の改訂から
算数・数学の一貫教育の観保から「数学的活動j
と表現している。 この敬判句活動を創発し、目的
に応じたものにするうえでも、いろいろな見方・
考え方から最適な数学的見方・考え方を選択・決
定し、これを働かせて問題や課題を数理的に探究
していくことが大切である。
中央教育審議会答申（201 6）では、算数・数学の
問題解決の過程を 「事象を数理的に捉え、数学の
問題を見いだし、問題を自律的、協働的に解決し、
解決過程を振り返って概念を形成したり体系化し
たりする過程Jと示している。 この問題解決の過
程における寸墓の学習活動が「数学的活動Jとな
る。 ところが、数学的活動は、
－問題・課題発見
・問題解決
－振り返り
などの性格の 異なる重要な学習活動の要素で構成
される。 このことから、数学的な見方・考え方を
働かせる場合においては、その場 面に相応しし、最
適な見方・考え方を選択・決定する必要があると
考えられる。
4 数判句な見a方・考え方を働かせて問題発見・
課題設定
算数の問題発見、課題設定をする場合には、
．日常生活の事象を数理的に捉えていく場合
－既存の数学事象について、統合的・発展的に考
えて問題発見・課題発見していく場合
の2通りのアプローチがある。 いずれの場合も、
事象を数理的に捉えるためには、 数学的な見方・
考え方を働かせる必要がある。
① 日常事象から問題発見・課題設定
一般に、数量や図形の概念、原理は抽象的で、 児
童が数理的に捉えることは難しい。 そのため、数量
や図形の概念、原理が内在している身近な日常事象
を取り上げて、数理的に捉えて顕在化させようとす
る学習指導の実践が試みられるが易しい作業ではな
い。 理論的には、 「数学的な見方・考え方を働かせ
て、日常事象にかかわり、数理的に捉えることj が
求められるが、具体的に どのような見方・考え方を
働かせればよいのか、 事象をみる視点、を様々に変
えて、適切な見方・考え方をリサーチする必要が
ある。 問題を声に出して読ませ、 「分かっているこ
とは何かJ 「尋ねていることは何かJと画一的に問
うような浅い学ひでは、真の問題発見、課題設定が
できるものではない。 身近な日常事象であっても、
数学的な見方・考え方から身近な日常事象を捉える
学習経験が未発達な学年の児童ほど、事象に潜在す
る数量や図形に着目することなく、無関係な見方で
事象に関わる傾向がある。
C 色々な車がある。
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C 気持ちよさそうに走っています。
C 乗ってみたい。
この事例 のように、 日常事象から児童を算数の
学びの舞台に登場させることは至難の業である。
日常事象を取り上げて算数の問題発見・課題設定
をするには、まず、 日常事象に潜在している数量
や図形の要素に着目させてこれらを取り出す。 次
に、 これらを強く意識して顕在化することを通し
て数酎句に捉えさせていくようにする。 こうし
た、 日常事象を数割句に捉えて算数の舞台に取り
上げて数判句に関わろうとする 根気強く、地味な
経験を積み重ねることが必要である。 こうした学
びの経験により、次第に、 日常事象を数理的に捉
える態度が培われると考えられる。
②既習の算数から問題発見・課題設定
一方、算数の学習は系統的・体系的に算数の学
びを積み重ねていくように指導される。 その学年
で新規に学ぶ数量や図形に関する指導内容で、あっ
ても、 それまでの学年で学んできた学習経験を基
礎に統合的・発展的に数量や図形の概念や原理を
生成し、創り上げていくことになる。 しかしなが
ら、これまでの算数教育では、基盤となる算数の
学びが存在するにもかかわらず、朝市が問題提示
し、児童自らが問題設定するようなことはほとん
どなされてこなかった。 このような算数教育の改
善の視座として、既習の算数の学びを基盤にして
問題発見・課題設定する授業の方略がある。 数学
的な見方・考え方を働かせて問題設定する方法と
しては、s.I.ブラウン／M.I.ワルターの提唱する
明iat If Not”2）という問題発見の方略があ
る。 児童自らが、 「数学の事象を統合的・発展的
に捉えて問題設定J する授業であり、この方法に
積極的に取り組み、ブラシュアップすることが大
切である。
s. I.ブラウン／肱I.ワルターの提唱する問題発
見の主な段階は次のようになると示されている。
第0次水準出発点を選ぶ
第I次水準 属性の目録づくり
第E次水準What If Not 
第E次水準聞いをつくる、 あるいは問題設定
第W次水準 問題分析
図4 "What If Not”問題設定の 水準
第5学年の 「小数のかけ算」 の問題発見・課題
設定を事例に検討する。 一般的な指導では、 ri 
mが80円のリボンがあります。 2m、3 m買うと
何円です'/J\, 2. 3m買うと何円ですか」のような問
題が提示され、整数のかけ算から小数のかけ算へ
と形式不易の原理で単調に導入展開され、課題が
「80×2.3の計算の仕方考えるJ ことに特化する
授業をよく見かける。残念ながら、こうした授業
は演算の意味の学びが体系化されないまま計算の
仕方に移行した課題に焦点化されてしまっている。
演算の意味理解の指導を大切にし、計算の概念の
形成を重視する授業では、「数学の事象を統合的・
発展的に捉えて問題発見・課題発見」 するアプロ
ーチが望ましい。
こうした演算の意味理解を大切にする授業を実
現するには、まず、出発点を 「lmil�80円のテープ
を、口m買うと何円かJ とし、口に入る数の属性
として整数、 小数を取り出す。 次に、 整数の場合
から発展的に、もし、小数の2.3明.8 の場合はど
んな式になるかという問いを見いだし、説明し切
れないことから川教のかけ算の式になるわけを
考えようJ と問題発見・課題設定する方法が考え
られる。別の方略はあるか。 第5学年の段階を考
えると、抽象的な記号を用いた式を起点にして、
口×Oは、どんな場合があるかを出発して、 整数
×整数、小数×整数、整数×小数、小数×小数を
属性として取り出す。 次に、 これらの式の意味を
具体的な場面と，駒志させ、認知している既習のか
け算の概念、と対応させる中で、もし、Oに入るか
ける数が小数の場合は、なぜ、かけ算になるのか
という問いを発見させる。 そして、説明し切れな
いことから、 小数のかけ算の意味瑚平に関する課
題設定することが考えられる。
系統的な算数の学びを基盤にして問題発見・課
題設定するには、いずれの場合においても既習の
かけ算の意味である「何の いくつ分」「何の 何
倍」 という意味を掘り起こし、意識し、これらの
既知の演算の意味と関連づけて、 「何の いくつ
分J では通用しないことを自覚して小数のかけ算
の課題設定することが大切である。
4数学的な見方・考え方を働かせる
数量・図形への関心・感覚等を基礎にして小 ・
中・高等学校教育を通じて育成を目指す資質・能
力として算数科が担う 思考力・判断力、表現カは
下記のように示されている（論点整理、201 5)0
・闘の轍桟騨包調え見通L々もち筋厳立て
て考察する力
－盈離か 基軸句r�挺猷霊W州聾黙苦慢の仕方を見
川だい既習η村容と結び：材統合的こ考えたり、そ
のことを盈こ多額制茸え1こりするカ
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－数勃知観を用いて事鍛簡繋・明寮・前摘議し
たり、目的菰じて葉樹譲はりするカ
数学的に考える資質・能力に特化すると上から
1番目と2番目の項目が算数科の目指す数判怜
思考力を示している。 1番目の 思考力は、論 理的
思考力であり、算数教育では 「筋道を立てて考察
するカ」 と表現されている。 2番目の 思考カは、
科学技術の進展に応じた数学教育の現代化が叫ば
れたとき 「数学的な考え方」 を育成するために強
調された「統合的・発展的に考察するカ」である。
課題解決の過程を振り返り、特に、学びを深めるプ
ロセスにおいて中核的な機能を果たす数学的 思考
力であり、数学的に考えるカのコアに位置付けら
れている思考力である。
①数学的な見方・考え方と「尉直し』の関係
数量や図形の課題について 「筋道を立てて考察
する力Jという 論理的，思考力は、算数科に限ったこ
とではなく、どの教科でも育成すべき教科横断的
な 思考力である。 筋道を立てて考えるカを育成す
るには、スカーダマリア （2014） が言うように、論
理的 思考力は、働かせながら育成すべきものであ
る。 算数料は、他の教科と違って、根拠とする既習
の概念や原 理が一般化、普遍化されて、明確であ
ると受け止められている。 このため、図5のよう
に、既習の算数の学びを根拠にして、筋道を立て
て考え、見いだした自分の考えを説明し、異論、反
論 を交えて伝え合うことが容易な教科だと考えら
れがちである。
両�1 l困問
直」r� 巴
� 
図5 トウールミン・モデル
理数教育の充実 （ 中央教育審議会答申、2008）で
は、帰納的・演緯的に考えることが強調されてい
る。 ところが、自力解決の過程において、自分の
力で 「見通しをもって筋道を立てて考察し、自分
の考えを見いだす」 ことが重要であることは認知
していても、理論通りに実行することは難しい。
それは、どのような数学的な見方・考え方を働か
せて考えればよいか着目できなし、からである。 論
点整理 （201 5）では、 「見通l_;をも坊鼓動立でて考察
する均を強調し畷道を立でて考察するiJ IOJ:.それ
を導く適切Y調通L左・立てること剖襲社なとおこれまでも
「貝通U は陪彊輯挟何方法キ結果わ居邑Ul瀦調さ
れてきたが、機能不全の現状が生じている。
G. ポリアは、数学的に考えて問題解決するに
は、 「計画を立てる」 過程の段階で、
・データと未知との関連付け
－椅子錯誤的なアクションリサーチ
が重要であると示唆している。第1は、数学的な
見方・考え方を働かせて、既習の知識・技能など
算数の学びの経験と関連付けることが大切である
と強調している。 実際のところ、既有の算数の学
びは多岐にわたり、本節句な着目見長に気付きにく
いのである。 他方、 「見通しをもつまでの道程は
ながく苦難にみちたものであり、幾度もやり直し
たり迷ったりした挙句、素晴らしい 思いつきが浮
かぶこともある」と言っている。 これは、課題解
決に向けてどのような数学的な見方・考え方を働
かせればよいか、 その本質的な気づきを発見する
には、前T錯誤的なアクションリサーチが不可欠
であると示唆している。
③アクションリサーチによる数学的な見方・
考え方への気付き
課題の質によっても 異なるが、課題に直面すすも
ば、直ちに数学的な見方・考え方を働かせて適切
な見通しをもつことができるわけではない。 学習
抵抗のある課題ほど、課題を多角的な視点から分
析的に眺めて、分棚句に検討し、課題解決の中核
的な原 動力となる数勃句な考えを発動する本質的
な気付き （数学的な見方・考え方） が鍵となる。
こうした気付きのためには、既習の知識や学びの
経験と関連付け、有効な数学的な見方・考え方に
なり得るものはないかと内的に頭の中であれこれ
と樹子錯誤的にアクションリサーチし、様々な着
想を繰り返す必要がある。 松原（1990）は、 「試行
錯誤は洞察力を生成し、 思考には、荷予錯誤が必
ず起きている」という。 課題に直面するときは、
何回も見方・考え方を変えてアプローチすること
が必要であるという。 この指摘の重要な要素は、
着眼点をいろいろに変えて選好する樹子錯誤には、
構造化が伴うという指摘である。 系統的な算数の
学びは、体系的に構造化しやすいと考える人もい
るが、単調に事が運ぶわけではなし、フロイデン
タール （19 8 4) が言うように、算数は転移すべき
教科ではないので、児童自らの気付きによって少
しずつ構造化していくものである。 構造化してい
くプロセスでは、働かせる数学的な見方・考え方
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を様々に具体化し、うまくし、かないときは別の視
点に立って変容させ、構造を再構築し、場合によ
って大局的な構造を変容したり、大筋は変わらな
くても下位構造を変容したりすることが少 なくな
いと考える。
事例 として、第5学年の「80×2.3のかけ算の仕
方を考え、説明する」学習を素材にして数学的な
見方・考え方の在り方を考える。 よく見かける学
習には、2.3の「小数点をとるJという数学的な見
方・考え方がある。 これは、極めて表層的である
が、大局的な見方として、既習の整数のかけ算と
関連付けて課題の下位構造を形式的に変容させて
いるので悪くはなし、。 悪くはないけれども、この
表層的な考え方を本節句に深化・発展させるには、
「小数点をとる」とし、う考え方は2.3、あるいは、80
×2.3をどのようにみれば、2.3は23に、80×2.3は
80×23になるのかを明らかにする必要があり、別
の見方・考え方から問いを探究する必要がある。
具体的には、既習の「10倍すれば位が1つ上がるJ
という知識に着目し、これを活用して、真実感の
ある整数化する考えを発動していく必要がある。
このように、数学的な見方・考え方を働かせるア
ブロ ーチは単純ではなく、別のアプロ ーチも考え
られる。 整数のかけ算を 「単位の いくつ分」 と
考えて系統的に学んだ児童は、 80×2.3のかけ算
の仕方に直面して、戸惑いをみせる。解決の糸口を
しばらく見いだせない場 合もある。 やがて、80×
2を計算し、残りの80×0.3に直面し、また、立ち
止まる。2.3を2と0.3に数を分解し、分配律に着目
したという見方もできるが、 そうではない。 80×
2. 3 はできないけれども、80×2ならできると考
えたのではないか。 ポリアの 「未知のものをよく
みて、似た問題で既に解いたことのある問題」 に
気付いたと考えられる。 ここで、さらに、新たな
問いが発生する。 「80×0.3」をどのように計算す
ればよいかという問いである。 これに対する有効
な見方・考え方を発動させるシチュエーションが
生じるのである。 どんな見方・考え方でアプロ ー
チすればよし、か 思いつかない場合があり、これを
放置すると学びからの逃亡が生じてしまうため、
教師は臨機に応じて支援する必要がある。 その方
略としては、 問題に振り返らせ、80×2は、 「1
m80円の 2つ分」、又は、 「lm80円の2倍」で
あるが、この単位量の見方・考え方は80×0.3には
通用しないことをまず自覚させる。 “珊mt If 
Not”は、 問題設定の方略として有効であるが、問
題解決にも活用したほうがよいと考える。 水平思
考を遂行し、発想、の転換を図り、課題の下位構造
を発展的に変容させる必要がある。 具体的には、
lmを基準にして考える単位量の下位構造を、“も
し、lmで、はなく、0.lmだ、ったら”と、単位の考え
を統合的・発展的に変容させて考える見方・考え
方に気付かせる必要がある。これにより、0.lmの
値段はlm80円の1/ 10の8円と考え、0.lmの値段
を単位量にして数判句に拠り所をもって筋道を立
てていくことが期待される。
5 振り返りに働く数判枕見方・考え方
(1）批判的な見方から振り返る
深い学びを目指す新しい算数の学びでは、 問題
解決の過程における「振り返り」を強調している。
算数教育では、 「系統的に数学的構造を実践的
に問題に応用できるように学習指導されているに
もかかわらず、 日常生活で出くわす単純な問題を
解くことが大抵できない （Schoenfeld、19 8 7） と
転移の問題の相生を指摘されて久しい。 各種アセ
スメン トの結果をみても、既習の知識、技能を間
間字決に活用することは、今もって算数教育の課
題となっている。 この課題を解決する方略として
「振り返り」 が強調されている。 数学的構造は完
成されたものを転移するのではなく、再発明すべ
きものと位置付けるフロ イデンタール （1991）は、
数学の 「実践的使用J 「探究J 「省察」 「グ、ルー
プワーク」 「実践的活用J とし、うアプロ ーチの過
程で 「省察」 に注視している。 それは、 「省察j
が転移の問題を解消すると気付し、たからである。
「省察Jとは、振り返って、批判的に考察するこ
とである。 見出した自分の考えの根拠、着眼点、
組み立て方や構造等を、数理的な観保から批判に
検討することが大切である。
(2）協働的に振り返る
自分では素晴らしい考えを着想したものだと 思
っても、 根拠が不明瞭で、数学活動の内面化の組
み立てや構造が簡潔性、的確性、一般性に欠 けて
いることが少 なくない。 自分の考えを自問自答し
て批判的に振り返ることも大事であるが、的確性、
客観性が乏しく、数理を深める考えに至らない。
このため、グループワークにおいて協働的に互い
の考えを批判的な見方・考え方から検討すること
が不可欠 である。 協働的・批判的に検討すること
は、時間がかかり、子どもの着想を踏み潰すとい
う人がある。 算数・数学の批判的な見方は、ブレ
ーキではなく、働かせるべき数学的な見方・考え
方を強く意識させ、自分の考えを深化・発展させ
る原動力になると考えられる。協働的な批判的な
見方からの検討プロ セスにおいては、互いの合意
丹、uAせ
形成を基盤とするので、他者がその子の着想を踏
み潰しているというよりは、 その子が他者の考え
を熟慮して理解し、自分の考えとして内省的に再
構造化して変容したのである。 この意味で、 協働
的に批判的な視点からお互いの考えを検討するこ
とは、他者や集団の考えを変容させ、痢七する働
きがある。第5学年の「80×2.3Jの計算の仕方で、
小数点を取って計算し、あとで、小数点を付けれ
ばよいとしづ見方・考え方は、結果が正しければ
よいのではない。 「なぜ、 そうするのか」という
批判的な見方から、計算方法を既習の整数の計算、
2.3とし、う数の見方、単位量の考え等を総動員して、
根拠の明確な 論 理的な考えになっているかどうか
を協働的に省察することが不可欠 である。
(3）統合的・発騨句な見方から振り返る
資質・能力を重視する今回の改訂では、カリキ
ュラムマネジメントが不可欠 であると言われてい
る。 カリキュラムマネジメントは、教員に求めら
れていることに留まらず、子どもにも期待されて
いる資質・能力である。 それは、児童自らが数学
的な見方・考え方を働かせて数量や図形の課題に
能動的にかかわり、筋道を立てて考え、自己の算
数の学びを体系化することを期待している。 かな
り高度な科学的な学びを期待している。
算数の学びを体系化するために不可欠な要素は、
「統合的・発展的な見方・考え方J である。 中島
(201 5） は、 算数・数学を科学的に一歩も二歩も
進めると示唆し、統合と発展を別々な見方と考え
ないで、 「統合とし、った観点から発展」が望まし
いと指摘している。 算数の指導内容は、学年を追
って新規内容も付加され、系統的に学びを積み上
げていく。 そのため、個々の指導内容はバラバラ
ではなく、既習事項と関連付け、既有の学習基盤
とつながりをもっ内的な数理的構造をつくりあげ
ていくことを意図している。 その成否の鍵は、振
り返りにおける、統合的・発展的な見方・考え方
を働かせた検討の在り方がポイントになる。
第5学年の小数のかけ算の意味の学習で、は、既
習の整数の場合と関連付け、乗数が整数から小数
に拡張されてもかけ算が用いられることを類推す
ることは易しい。 しかしながら、振り返って、批
判的な見方を働かせて 「なぜ？」とかけ算の意味
を問うと認知のズレが生じる。「何の いくつ分」
という考え方が通用しないことに気付かされるか
らである。 振り返りの過程で、統合的な見方、考
え方を通して学びを体系化するプロ セスは、次の
図6に示す通り、既存の演算の意味を基盤にして、
その上に新しい演算の意味を創造的に構造化して
いくディープ・アプロ ーチと考える。
－既習の整数の場合のかけ算の意味をリサーチ
し、属性を取り出す
－属性（整数倍）を小数のかけ算に拡張し、かけ
算の意味（小数倍）を再構成する
・再構成した小数のかけ算の意味を整数の場合統
合し、かけ算の意味理解を体系的に整理する
図6 統合発展による学びの体系化のプロ セス
資質・能力を系統的、体系的に指導することは
指導者である教員に求められる指導力であるとと
もに、学び手である児童自身に統合的・発展的な
見方から問題解決を検討させることが大切である。
コルトハーへン（2010）は、 「省察力J をもっ人間
は成長すると言うが、統合的・発展的な見方ので
きる児童は、学びを体系化することができると期
待される。
6 結語
数学的な見方・考え方は、数学的に考える資質・
能力そのものではないが、 そう言い切れるほど簡
単なことではない。 深い学びに向かって批判的 思
考をする場合も、まずは、様々な視点から批判的
に注意深く観察することから始める必要がある。
統合的・発展的に 思考する場合も、ポリアが指摘
するように、似た問題はないか、使える問題はな
いかと聞いても、多岐にわたる算数の学びは多岐
にわたり、着眼点は見つかりにくい。 数学的な見
方・考え方は前首鯨しながら、逐次、有効な見
方・考え方に気付かせることが大切である。
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